
《人口の動き》

6月1日現在

男3，314（一5）女3，368（一12）計6，682（一17）

出生5　死亡4　転入I　I転出29

世帯数1，793（一3）
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広
域
消
防
組
合

　
　
財
政
状
況
の
お
知
ら
せ

予算の執行状況（57．3．31現在）

歳入　　　　　　　（千円
区　　　　　　分 予算額 収入済額

1．分　担　金　及び負担金 1，323，538 1，323，538

1，一般分担金（市町村負担金） 1，287，458 1，287，458

2．特　　別　　負　　担　　金 36，080 36，080

2．使　用　料　及び手数料 4，161 4，764

3．国　庫　支　出　金 0 0
4．財　　　産　　　収　　　入 26，116 26，107

5，寄　　　　附　　　　金 1 0
6．繰　　　　入　　　　金 135，779 135，779

7．繰　　　　越　　　　金 18，682 18，682

8．諸　　　　収　　　　入 10，262 10，906

9．組　　　　合　　　　債 40，000 0
歳　入　合　計 1，558，539 1，51乳，776

團
　
組
合
の
財
政

状
況
に
つ
い
て

は
組
合
管
内
の

皆
さ
ん
に
よ
く

理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
毎

年
二
回
財
政
状

況
を
公
表
す
る

こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
昭

和
5
6
年
1
0
月
1

日
か
ら
昭
和
5
7

年
3
月
3
1
日
ま

で
の
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
　
　
剛

　
　
　
任歳出

※
昭
和
五
十
六
年
度
予
算
状
況

　
九
月
末
現
在
で
は
、
予
算
額
一
六

億
一
三
二
万
四
千
円
で
し
た
が
、
そ

の
後
四
二
七
八
万
五
千
円
を
減
額
（

工
事
請
負
費
、
備
品
購
入
費
等
）
し

て
、
三
月
末
の
予
算
額
は
一
五
億
五

八
五
三
万
九
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

※
建
物
（
松
代
関
係
の
み
掲
載
）

　
1
、
松
代
分
遣
所

　
　
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
造
り
二
階
建

　
　
　
　
二
〇
八
・
二
七
平
方
米

　
2
、
職
員
待
機
宿
舎

　
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

　
　
地
下
一
階
、
地
上
三
階
建

　
　
　
　
三
三
九
・
四
三
平
方
米

※
車
輌

　
1
、
消
防
ポ
ン
プ
　
自
動
車
一
台

　
2
、
救
急
自
動
車
　
　
　
　
一
台

　
3
、
指
令
車
　
　
　
　
　
　
一
台

区　　　　　　分 予算額 支出済額

1．議　　　　会　　　　費 1，745 1，462

2．総　　　　務　　　　費 1，516，530 1，453，661

1．総　　務　　管　　理　　費 1，449，124 1，386，852

1．一　　般　　管　理　　費 1，423，087 1，360，815

2．財政調整基金費 26，037 26，037

2．特定地域防災対策費 67，406 66，809

3．公　　　　債　　　　費 38，604 38，603

4．予　　　　備　　　　費 1，660 0
歳　出　合　計 1，558，539 1，493，726

今日も

ワ幽』

　佼
　　も

の恥

　
花
火
に
よ
る
火
災
を

　
　
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

　
毎
年
「
花
火
」
に
よ
る
事
故
が
発

生
し
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
遊
び
方
、

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

1
、
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を

　
良
く
読
ん
で
、
必
ず
守
り
ま
し
ょ

　
・
つ
。

2
、
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

　
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で

　
遊
ば
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

3
、
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

4
、
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び

　
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

5
、
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

6
、
吹
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒

　
も
の
花
火
は
、
途
中
で
火
が
消
え

　
て
も
筒
を
覗
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
Q

あぶない！　一本ずつ

はなして遊びましょう。

　　　　　　　●ら亀

　　甑
　の　　　
　　　●　●　　　　　　　　　　　　　ρ

　　一　　　＼荊
　　　ヨン～

“騨

火災予防シリーズ②

1
、
家
庭
内
で
は
、
風
呂
場
や
池
な

　
ど
水
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
わ
ず
か

　
な
時
間
で
も
一
人
だ
け
に
し
な
い

　
よ
う
注
意
す
る
。

2
、
幼
児
だ
け
で
小
川
や
池
の
近
く

　
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
よ
く
注
意
す

　
る
か
、
遊
ば
せ
る
な
ら
必
ず
中
学

　
生
以
上
の
人
が
付
く
。

3
、
泳
ぐ
前
に
は
十
分
準
備
運
動
を

　
さ
せ
、
体
が
ほ
ぐ
れ
て
か
ら
泳
が

　
せ
る
こ
と
。

4
、
水
泳
は
、
海
・
川
・
プ
ー
ル
で

　
も
監
視
人
の
い
る
安
全
な
場
所
で

行
な
う
こ
と
．

5
、
疲
れ
、
熱
な
ど
が
あ
る
と
き
や

　
食
事
直
後
に
は
泳
が
せ
な
い
こ
と
。

6
、
は
じ
め
て
の
場
所
で
は
、
保
護

　
者
は
危
険
な
水
流
・
大
き
な
穴
・

　
危
険
物
が
な
い
か
確
か
め
て
か
ら

　
泳
が
せ
る
こ
と
。
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3．0ヘクタール

2，424万円

　　　　べ20　、戸

◎事業量
◎総事業費

◎受益者

完了した圃場整備事業

　一　県単福島地区一
産業シリーズ⑳ユ目り工着

後功竣

山

菜
を
楽
し
む
会

　
　
”
東
京
か
ら
団
体
が
ど
つ
と
”

　
回
を
重
ね
る
毎
に

盛
会
に
な
っ
て
い
る

松
代
町
の
山
菜
を
楽

し
む
会
も
今
年
は
数

え
て
第
四
回
目
、
鱈

腹
食
べ
て
飲
ん
で
千

五
百
円
と
い
う
、
お

金
の
安
さ
も
魅
力
と

な
っ
て
か
、
遙
ば
る

東
京
か
ら
ど
っ
と
五

十
数
人
、
新
潟
市
、

長
岡
市
、
上
越
市
、

十
日
町
市
、
吉
田
町
、

大
島
村
、
町
内
な
ど
、

県
内
外
か
ら
百
八
十

会場を埋めた参会者

．
皿
，
論漁

　
　
．
織

、
鍵

　
　
　
　
山

人
が
参
会
し
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
テ
ー
ブ
ル
に
の

っ
た
山
菜
は
四
十
三

種
、
四
十
数
種
の
料

理
、
見
る
も
の
聞
く

も
の
皆
珍
ら
し
い
も

の
ば
か
り
の
都
会
人
、

驚
異
の
目
、
驚
嘆
の

声
し
き
り
。
お
酒
も

出
て
鱈
腹
食
べ
て
飲

ん
で
、
歌
っ
て
、
踊

っ
て
会
場
は
、
楽
し

さ
と
熱
気
に
あ
ふ
れ

て
い
た
。
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病気やケガをしたときに為
贈

浮
“
N

夕

しょう障害年金を請求しま
　
　
オ

δ
D
z
／
ー

　
オ
　
！
　
舅

　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
で
「
ど

こ
か
ら
も
年
金
を
も
ら
っ
て
い
な

い
」
と
い
う
人
は
お
ら
れ
な
い
で

し
よ
う
か
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
障
害
者

に
な
っ
た
人
、
生
ま
れ
つ
き
あ
る

い
は
二
十
歳
以
前
の
病
気
や
ケ
ガ

で
障
害
に
な
っ
た
人
に
は
、
障
害

年
金
や
障
害
福
祉
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●

★
　
原
則
と
し
て
、
国
民
年
金
に
加

　
入
し
て
い
る
間
に
か
か
っ
た
病
気

　
や
ケ
ガ
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

　
老
齢
年
金
を
う
け
る
の
に
必
要
な

　
加
入
期
間
が
あ
れ
ば
、
加
入
を
や

　
め
た
後
の
病
気
・
ケ
ガ
に
よ
る
も

　
の
で
も
、
初
診
日
が
六
十
五
歳
前

　
な
ら
う
け
ら
れ
ま
す
。

★
　
障
害
の
も
と
に
な
っ
た
病
気
・

★
ケ
ガ
が
な
お
ら
な
い
場
合
は
、
初

　
め
て
医
者
に
か
か
っ
た
日
か
ら
一

　
年
六
ヶ
月
経
っ
た
日
が
法
律
で
定

　
め
る
障
害
の
状
態
で
あ
る
こ
と
。

★
　
最
近
の
一
年
間
の
保
険
料
を
す

★
★
べ
て
納
め
て
い
る
こ
と
（
他
の
公

　
的
年
金
加
入
期
間
を
含
む
）
。

★
　
二
十
歳
前
の
病
気
、
ケ
ガ
に
よ

　
り
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
人
は
、

　
二
十
歳
か
ら
う
け
ら
れ
ま
す
。

★
　
は
じ
め
て
医
者
に
か
か
っ
た
日

★
が
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
前
の

　
病
気
・
ケ
ガ
に
よ
り
七
十
歳
前
に

　
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
。

★
　
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前

★
★
に
生
ま
れ
た
人
は
、
国
民
年
金
に

　
当
然
加
入
す
る
対
象
と
な
ら
な
か

　
っ
た
の
で
、
は
じ
め
て
医
者
に
か

　
か
っ
た
日
が
昭
和
三
十
六
年
四
月

　
一
日
以
後
で
あ
っ
て
も
、
七
十
歳

、
未
満
で
障
害
に
該
当
す
れ
ば
う
け

　
ら
れ
ま
す
．

※
障
害
福
祉
年
金
は
、
老
齢
福
祉
年

金
と
同
様
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
　
障
害
の
目
安
は

　
障
害
の
程
度
の
目
安
を
わ
か
り
や

す
く
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
級
U
　
他
人
の
助
け
を
う
け
な
け

　
　
　
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
日
常
生
活

　
　
　
の
用
が
足
せ
な
い
状
態
。

二
級
ー
　
他
人
の
助
け
は
借
り
な
い

　
　
　
が
、
日
常
生
活
を
す
る
の
が

　
　
　
困
難
で
、
労
働
に
よ
る
収
入

　
　
　
が
で
き
な
い
状
態
。

　
　
い
く
ら
も
ら
え
る
か

◎
拠
出
の
障
害
年
金

　　◎
二一福二一
級級祉級級
：　：の：　：
i　i障i　i
二四害五六
八三年四七
万万金万万
八二　 〇五
、　　　 、　　　　　　　　、　　　 、

九
〇
〇
円

七
〇
〇
円

○
○
○
円

○
○
○
円

　　障害年金等級の目安

　1級障害

●メガネをかけてもほとんど見えない人
●耳がまったくきこえない人
●シャツの着脱ができなかったり、くつ
下をはけないなど日常生活がほとんど
　できない人
●両手の指が全部ないか、あってもない
　と同じ状態の人
●松葉杖などの補装具を使わないと歩け
　ない状態の人
●食事・用便・入浴等の日常生活で常に
他人の介護を必要とする状態の人
●精神の障害が，あって、以上の廃疾の状
態と同程度の状態にある人

2級障害

●メガネをかけてもぼんやりとしか見え
　ない人
●ほとんどきこえない程度の人
●ことばが話せない人
●片手の指がすべてないか、あってもほ
　とんどないと同じような状態の人
●松葉杖など使わないと歩く二とが困難
　な状態の人
●からだ全体が歪曲したり、重度の障害
　のため歩くことができない状態の人
●精神の障害があって、以上の廃疾の状
　態と同じ程度の状態にある人

年金
　もらったら
何を
　買おうかしら

ヘヘ1

〃

ρ
（

ノ
ぐ

／／

あ
な
た
の
年
金

　
　
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か

　
年
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ

て
ま
す
ま
す
身
近
な
制
度
と
な
り
、

老
後
の
生
活
も
年
金
を
考
慮
し
て
立

て
る
と
い
う
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
町
で
は
出
稼
ぎ
者
の
厚
生

年
金
等
の
相
談
に
応
え
る
た
め
に
、

年
金
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

“
あ
な
た
の
年
金

　
あ
な
た
の
手
で
確
実
に
”

☆
と
　
き

　
　
七
月
十
三
日
（
火
）

　
　
午
後
一
時
～
三
時
ま
で

☆
と
こ
ろ

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
二
階
大
会
議
室

☆
相
談
員

　
○
上
越
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
厚
生
年
金
係

　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
係

　
○
松
代
町
役
場
国
民
年
金
係
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保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑳

　
ナ
ち
り
る
ゆ
　
も
ゆ
ち
ゆ
ち
う
る
サ
う
も
　
う
も
ゆ
ム
マ
う
ム
マ
う
と
　
ゆ

　
　
幼
児
の
む
し
歯

　
・
童
℃
◆
▲
軍
◆
▲
可
◆
色
▼
◆
色
▼
◆
奪
◆
＾
亀
▼
◆
色
▼
◆
ム
▼
◆
色
▼
◆
色
▼
◆

　
四
月
に
幼
児
検
診
が
あ
り
歯
科
検

診
も
同
時
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
検
診
結
果
。
表
1
の
と
お
り

　
一
才
六
ヵ
月
児
は
罹
患
率
一
人
平

均
本
数
と
も
昨
年
よ
り
非
常
に
少
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
才
・
三

才
半
児
は
梢
少
い
位
で
大
差
あ
り
ま

表1

対象者 受診者
うし罹患

率

一人平
均うし

数

一人最
高うし

本数

1才6カ月

　～
1才9カ月

　人

15

　人

15

　14人
（6．6％）

　本

0．06
本
1

2才半
　～
　　3才

41 38
　21

（55，3）
2．57 11

3才半
　～

　4才
38 37

　28

（75．7）
4．86 19

ま
せ
ん
で
し
た
．

　
幼
児
期
に
乳
歯
は
全
部
生
え
、
六

才
で
第
一
大
臼
歯
（
永
久
歯
）
が
生

え
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
虫
歯
は
、
　
一
般
に
歯

が
生
え
て
一
～
二
年
の
間
に
発
生
す

る
事
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
虫
歯
に
か
か

ら
な
け
れ
ば
そ
の
後
虫
歯
で
悩
む
こ

と
は
ま
ず
な
い
と
言
っ
て
い
い
と
い

わ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
初
感
染
し

た
も
の
を
す
ぐ
処
置
し
な
い
と
、
ど

ん
ど
ん
広
が
り
、
　
「
ご
」
は
あ
っ
と

い
う
ま
仁
「
ぴ
」
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
　
「
び
」
の
処
置
は
と
て
も
困

難
で
す
。
永
久
歯
に
つ
い
て
も
同
様

で
す
。
虫
歯
予
防
は
す
べ
て
歯
が
生

え
て
か
ら
わ
ず
か
の
間
が
大
切
で
す
。

　
皆
さ
ん
に
最
も
お
す
・
め
し
た
い

の
は
定
期
検
査
で
す
。
少
く
と
も
年

二
～
三
回
検
査
を
う
け
早
く
処
置
し

て
も
ら
う
こ
と
が
賢
明
で
す
。

　
虫
歯
が
全
然
な
い
よ
う
に
と
言
う

こ
と
は
今
日
の
生
活
で
は
不
可
能
に

近
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
少
し
の
う
ち
に
処
置
す
る
、
こ
れ

が
コ
ツ
で
す
。
ま
た
、

一
、
間
食
を
少
な
く
す
る
。

一
、
食
物
を
充
分
か
ん
で
た
べ
る
。

　
　
よ
く
か
む
こ
と
で
、
た
べ
か
す

　
　
が
口
に
た
ま
ら
な
い
。

　
な
ど
は
、
歯
を
み
が
く
と
同
様
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
物
を
食
べ
た
後
歯
を
み

が
く
こ
と
が
一
番
い
い
予
防
法
で
す
。

　
む
し
歯
は
親
の
責
任
と
言
わ
れ
ま

す
。
妊
娠
中
か
ら
注
意
し
て
い
い
歯

が
生
え
る
よ
う
に
し
、
又
幼
児
期
に

は
虫
歯
予
防
に
全
力
を
あ
げ
て
強
い

永
久
歯
が
生
え
る
よ
う
に
努
力
し
ま

し
ょ
う
。
む
し
歯
を
誘
発
す
る
市
販

菓
子
の
分
類
を
表
H
に
記
し
て
み
ま

し
た
。
お
や
つ
の
参
考
に
御
利
用
下

さ
い
。

表II

A 特に低い
せんべい、クラッカー、
ピーナツ

B 低　　い
バニラアイスクリーム
甘ぐケ）

C やや高い
かりんとう、クリおこし

レーズンサンド、ウエハース

D 高　　い
ビスケット、クッキー
チョコ、カステラ、ビスケット

E 特に高い
ドロップ、ヌガ’一、

キャラメル

●
㌔り『』

o

、

藷
盤
続
響
灘
懲
雑
嫁
離
総

．
児
竈
里
譲
・
当
蹴
欝
拶
、
羅
％
馨
．

『
支
給
趣
旨
』

　
家
庭
生
活
の
安
定
と
児
童
の
健
全

育
成
、
資
質
向
上
の
た
め
に
児
童
を

養
育
す
る
人
に
対
し
て
手
当
て
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

『
支
給
要
件
』

　
1
8
歳
未
満
の
児
童
を
3
人
以
上
養

育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
1
人
以
上

が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
で
あ
る

こ
と
。
前
年
の
収
入
が
一
定
の
額
に

茜
た
な
い
こ
と
。

、
ぞ
『
支
給
額
』

　
第
3
子
以
降
の
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
1
人
に
つ
き
、
月
五
千
円
、

市
町
村
民
税
所
得
割
の
額
の
な
い
者

に
つ
い
て
は
児
童
1
人
に
づ
き
七
千

円
。『
特
例
給
付
』

　
昭
和
5
7
年
6
月
か
ら
昭
和
6
0
年
5

月
ま
で
の
間
、
児
童
手
当
に
係
る
所

得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
が
支
給
さ

れ
な
い
被
用
者
又
は
公
務
員
で
あ
っ

て
政
令
で
定
め
る
一
定
の
所
得
未
満

の
も
の
に
対
し
、
第
3
子
以
降
の
児

童
1
人
に
つ
き
月
五
千
円
の
特
例
給

付
を
行
い
ま
す
．

『
支
給
手
続
き
等
』

　
児
童
手
当
は
請
求
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
未
請
求

の
方
は
、
認
定
請
求
書
を
提
出
し
て

下
さ
い
。
ま
た
特
別
給
付
は
、
5
7
年

6
月
3
0
日
ま
で
の
間
に
認
定
請
求
を

し
ま
す
と
認
定
の
特
例
と
し
て
5
7
年

6
月
か
ら
支
給
し
ま
す
。
支
給
要
件

に
該
当
し
て
い
る
方
は
、
認
定
請
求

を
し
て
下
さ
い
。

『
現
況
届
の
提
出
』

　
児
童
手
当
受
給
者
の
方
は
、
毎
年

6
月
1
日
か
ら
6
月
3
0
日
ま
で
の
間

に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
役
場
に

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
引
続
い
て

受
給
資
格
は
あ
っ
て
も
、
6
月
分
以

後
の
児
童
手
当
の
支
払
い
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
出
し

て
下
さ
い
．

『
児
童
手
当
6
月
期
支
給
』

　
児
童
手
当
6
月
期
分
を
、
6
月
7

日
付
で
受
給
者
の
皆
様
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
し
た
の
で
、
確
認
し
て
下

さ
い
。

　
な
お
不
明
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
役
場
社
会
課
社
会
福
祉
係
ま
で
お

た
ず
ね
下
さ
い
。
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昭
和
五
七
年
度
身
体
障
害
者

　
　
　
　
巡
回
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
毎
年
身
体
障
害
者
に
対
し
、
更
生

に
必
要
な
医
学
的
・
心
理
学
的
判
定

の
実
施
と
各
種
生
活
相
談
等
に
応
ず

る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
よ
い
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
今
年

も
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
役
場
社
会
課
社
会
福

祉
係
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

◎
実
施
日

　
七
月
十
三
日
（
火
曜
日
）

　
　
午
後
一
時
よ
り
五
時
ま
で

◎
会
　
場

　
松
代
町
老
人
憩
の
家
（
渋
海
荘
）

◎
相
談
内
容

ω
医
療
相
談
科
目
は
整
形
外
科

ω
先
天
性
疾
患
、
外
傷
、
疾
病
等
に

よ
っ
て
、
手
足
、
骨
、
関
節
等
の
悪

い
肢
体
不
自
由
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
者

⑥
更
生
医
療
該
否
判
定

㈲
補
装
具
の
処
方
及
び
適
合
判
定

㈲
身
体
障
害
者
手
帳
等
級
変
更
に
か

か
る
判
定

⑥
施
設
入
所
相
談
、
生
活
相
談

◎
対
象
者

　
身
体
に
障
害
を
持
つ
者
を
対
象
と

す
る
。
た
だ
し
、
神
経
痛
等
の
疾
病

で
専
門
医
の
治
療
を
う
け
て
い
る
者

及
び
一
時
的
疾
病
者
は
除
き
ま
す
。

　
相
談
希
望
者
は
、
役
場
社
会
課
社

会
福
祉
係
に
六
月
二
十
二
日
ま
で
に

申
し
込
み
下
さ
い
。

身
体
障
害
者
に
対
す
る
国
鉄
等
の

　
　
　
　
　
旅
客
運
賃
の
割
引
に
つ

従
来
は
、
役
場
の
窓
口
に
お
い
で

い
た
だ
い
て
乗
車
券
割
引
証
を
交
付

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
役
場

に
お
い
で
い
た
だ
か
な
く
と
も
、
身

体
障
害
者
手
帳
を
駅
の
窓
口
に
呈
示

し
、
行
先
、
乗
車
券
類
の
種
類
等
を

口
頭
又
は
メ
モ
の
呈
示
に
よ
り
申
し

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
割
引
乗
車
券

類
を
購
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
介
護
者
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　
旅
行
の
際
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
忘
れ
な
く
。

来

い
て

醗噌

ン
、
㊧

プ
タ
　
　
（
，
～

　
　
ノ

　
　
’
跡
ー

麹毛

見
直
さ
れ
た

　
手
づ
く
り
の
感
触

　
老
人
の
生
き
が
い
対
策
事
業
と
し

て
御
輿
草
鮭
に
つ
づ
い
て
三
條
草
鞍

に
五
三
人
の
杵
柄
老
人
が
挑
戦
し
た

結
果
一
一
、
一
二
三
足
（
一
、
六
二
五

千
円
）
を
作
成
し
た
。
三
條
草
鮭
は

三
條
市
で
登
山
用
品
や
ス
ポ
ー
ツ
用

具
を
販
売
し
て
い
る
登
山
家
の
望
月

力
氏
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
で
、

最
近
登
山
や
釣
に
地
下
足
袋
や
ゴ
ム

長
の
下
に
履
き
滑
り
止
め
の
効
用
と

素
朴
な
感
触
が
専
門
家
に
愛
用
さ
れ

て
い
る
。
お
祭
り
の
時
、
白
足
袋
で

履
く
御
輿
草
鞍
と
違
い
型
は
大
き
く

丈
夫
で
長
持
ち
す
る
地
味
で
堅
実
さ

が
好
ま
れ
て
い
る
。
作
成
者
五
三
人

　
十
六
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術

　
　
　
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
近
年
、
各
種
団
体
等
で
視
聴
覚
機

材
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
て
ま
い

り
ま
し
た
の
で
、
知
識
と
技
術
を
習

得
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
左
記
に
よ

り
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
講
習
終
了
後
、
簡
易
な
テ
ス

ト
を
実
施
し
、
合
格
者
に
は
1
6
ミ
リ

発
声
映
写
機
操
作
認
定
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

　
　
　
　
記

一
、
日
時
　
7
月
13
日
～
7
月
1
4
日

の
内
訳
で
は
峠
老
人
ク
ラ
ブ
の
牧
田

幸
雄
老
が
八
○
○
足
を
筆
頭
に
一
人

平
均
二
一
一
足
（
＝
二
千
円
）
で
仙

納
部
落
で
は
、
婦
人
会
員
が
老
人
の

手
解
き
を
う
け
一
人
平
均
八
十
足
で

生
れ
て
は
じ
め
て
挑
戦
し
た
人
も
い

た
。
技
術
的
に
は
昔
つ
く
っ
た
経
験

者
に
は
問
題
は
な
い
が
、
材
料
の
品

質
、
特
に
藁
の
乾
燥
に
注
意
し
て
も

ら
う
こ
と
と
三
ケ
所
に
布
き
れ
を
使

う
の
で
、
家
族
や
親
類
の
方
々
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
か
な
い
と

大
量
の
作
成
は
望
め
な
い
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
三
條
草
鮭
個
人
別
上
位
四
人

　
峠
　
　
　
牧
田
幸
雄
　
八
O
O
足

　
峠
　
　
　
牧
田
正
作
　
七
〇
〇
足

　
名
平
　
　
菅
井
和
雄
　
五
二
〇
足

　
田
野
倉
　
斉
藤
嘉
吉
　
五
二
〇
足

一
、
会
場
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー

一
、
日
程

13
日
8
時
3
0
分

　
　
9
時
n
分

　
　
9
時
1
0
分

　
　
1
2
時
0
分

　
　
1
3
時
0
分

14
日
8
時
3
0
分

　
　
8
時
5
0
分

　
　
1
0
時
0
分

　、

持11
参時
品30
　　分

　
受
　
付

　
開
　
講

　
映
写
機
の
操
作
法

　
昼
　
食

　
映
写
機
の
操
作
法

　
受
　
付

　
総
合
連
習

　
学
科
及
び
実
技
テ

　
ス
ト

　
講
議

筆
記
用
具
、
テ
キ
ス

ト
代
一
、
○
○
○
円

　
峠
老
人
ク
ラ
ブ
　
　
ニ
○
○
○
足

　
田
沢
老
人
ク
ラ
ブ
　
一
八
四
〇
足

　
犬
伏
老
人
ク
ラ
ブ
　
一
四
八
○
足

○
御
輿
草
鮭
個
人
別
上
位
四
人

桐
山
　
寺
崎
峯
吉

蓬
平
　
小
堺
ハ
ナ

蓬
平
　
小
堺
ツ
ル

蒲
生
　
山
岸
里
子

蓬
平
老
人
ク
ラ
ブ

六
八
○
足

五
八
○
足

五
〇
〇
足

五
〇
〇
足

一
〇
八
O
足

　
木
和
田
原
老
人
ク
ラ
ブ
八
六
〇
足

　
桐
山
老
人
ク
ラ
ブ
　
　
六
八
○
足

　
千
年
老
人
ク
ラ
ブ
　
　
六
二
〇
足

○
御
輿
と
三
條
の
合
計
で
は

　
作
成
人
員
　
　
　
　
　
　
七
四
名

　
作
成
数
量
　
　
　
一
七
、
一
四
三
足

　
金
額
二
、
六
二
一
、
〇
三
五
円

今
秋
十
月
下
旬
に
講
習
会
を
開
き
ま

す
が
、
材
料
の
確
保
と
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。
　
　
役
場
福
祉
係
よ
り

一
、
申
込
み

　
受
講
希
望
者
は
7
月
5
日
ま
で
に

電
話
等
で
公
民
館
（
七
ー
二
三
〇
一
）

へ
申
込
み
下
さ
い
。

　
尚
、
申
込
者
3
0
名
で
〆
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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あの子も、この子も

　　　　わが子と同じ

青少年育成はみんなの力で

町民会議にあなたも

　ご入会下さい

　
町
民
会
議
は
賛
同
す
る
人
で
結
成

さ
れ
、
規
約
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
経
費
は
会
費
と
町
か
ら
の
助
成
金

が
あ
て
ら
れ
ま
す
。
会
費
は
一
人
年

額
五
〇
〇
円
で
す
。

　
ご
入
会
の
申
込
み
照
会
等
は
町
役

場
社
会
課
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
町
民
会
議
の
目
的
は
”
広
く
み
な

さ
ま
の
総
意
を
結
集
し
、
国
・
県
・

松
代
町
の
施
策
と
呼
応
し
て
、
心
身

と
も
に
健
や
か
な
青
少
年
を
育
成
す

る
”
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
推
進
す
る
活
動
の
大
綱
は
次
の
と

お
り
で
す
．

ω
　
青
少
年
が
誇
り
と
責
任
に
つ
い

　
て
自
覚
を
高
め
る
た
め
の
活
動

ω
　
健
全
な
青
少
年
活
動
を
助
長
奨

　
励
す
る
た
め
の
活
動

⑥
　
家
庭
を
健
全
に
す
る
た
め
の
活

　
　
　
　
　
　
動
＠
　
青
少
年
の
非
行
防

　
止
、
事
故
防
止
の
た

　
め
の
活
動

㈲
　
社
会
環
境
を
よ
く

　
す
る
た
め
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
す

昭和57年度総会は

7月6日
　　　午後1時から

渋海荘で開催しま

　
第
二
回
町
民
講
座
の

　
　
　
　
　
　
お
し
ら
せ

　
豊
か
な
人
間
性
を
培
い
、
変
動
す

る
社
会
に
創
意
と
生
き
が
い
を
持
っ

て
町
づ
く
り
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　
記

、　、　、
、

日
時
　
七
月
三
十
日
夜
八
時

会
場
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容
　
町
の
新
年
度
事
業
と

　
　
　
　
予
算
を
知
る

講
師
　
町
役
場
各
課
長

5
月
2
6
日
　
町
民
講
座

第3回町民体育祭

（日曜）8月1日期日

松代中学校場会

⊥
T
十
÷
十
十
ム
T
十
十
十
十
十
十
』
了
÷
十
｝
十
÷
十
十
÷
十
十
十
十
十
÷
⊥
T
十
÷
÷
十
辛
ム
T
十
十
十
十
十
十
十
十
十

戸
籍
の
窓
ロ

蝋

五
月
分
受
付

御
結
婚

佐
藤
則
夫
・
矢
代
三
移
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
室
野
・
〈
サ
）

柳
　
明
男
・
関
谷
昌
子

　
　
　
　
　
　
　
（
孟
地
・
紺
屋
）

井
上
清
隆
・
池
田
和
枝

　
　
　
　
　
　
　
（
寺
田
・
中
屋
）

小
野
島
修
一
・
若
井
え
り
子

　
　
　
　
　
　
　
（
会
沢
・
栄
屋
）

京
谷
雅
彦
・
難
波
淳
子

　
　
　
（
松
代
・
高
校
職
員
住
宅
）

山
岸
宏
海
・
庭
野
富
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
蒲
生
・
外
）

謬
柳

大
祐

関
谷
　
学

御
出
産

父
新
一
郎
母
恵
子

（
長
男
・
千
年
・
加
平
）

父
寛
幸
　
母
洋
子

　
　
　
（
長
男
・
松
代
・
喜
久
屋
）

宮
澤
美
紀
　
父
儀
一
　
母
り
よ
子

　
　
　
（
二
女
・
下
山
・
と
な
り
）

柳
　
翔
悟
　
父
芳
健
　
母
洋
子

　
　
　
　
（
長
男
・
蒲
生
・
柳
屋
）

山
本
良
太
　
父
幸
隆
　
母
広
子

　
　
　
　
（
四
男
・
犬
伏
・
田
方
）

魁
山
岸
虎
雄

菅
井
ハ
ル

ト
自
可
＼
レ

ノ
山
，
ノ
　
ノ

山
岸
利
平

お
悔
み

72　83　67　67

歳歳歳歳

蒲犬松蒲
生伏代生

松
野
屋

志
茂
喜

が
け
宮
の
下

彫
．
多
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　文
芸
　　　　　　，一　一

∈麗叢
　　　　　　　　　『瀞

．郵

し
ぶ
み
句
会

五
月
十
三
日

於
室
野
克
雪
セ
ン
タ
i

種
を
ま
く
畑
に
来
て
い
る
番
い
鳩

大
寺
の
昼
し
ず
か
な
り
芝
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

分
校
に
行
く
谷
道
の
藤
見
ご
ろ

新
任
の
分
校
巡
り
桐
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

明

父
偲
ぶ
遺
愛
の
鉢
の
リ
ラ
の
花

笹
の
香
の
残
る
チ
マ
キ
を
頂
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘

辺
境
に
老
師
尋
ね
る
春
の
風

う
ぐ
い
す
を
聞
き
つ
つ
タ
ニ
シ
捨
い

お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

若
葉
山
白
き
は
辛
夷
の
花
な
ら
ん

大
根
白
菜
種
黄
色
の
花
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

姿
な
く
鴬
の
声
ひ
び
き
お
り

日
だ
ま
り
に
遊
ぶ
雀
や
春
を
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

ぜ
ん
ま
い
は
一
塊
り
に
乾
し
上
が
り

あ
さ
ず
き

浅
葱
の
葉
を
ま
る
め
て
は
ほ
う
ば
り

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

卯
月
末
黄
砂
の
降
り
て
夏
に
入
る

笠
か
む
り
ぜ
ん
ま
い
を
揉
む
老
姿
居

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

君
逝
き
し
今
宵
の
月
は
お
ぼ
ろ
月

越
後
路
は
東
西
南
北
み
な
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

陽
焼
止
ク
リ
ー
ム
母
の
日
に
贈
る

通
う
路
藤
咲
く
旧
家
の
庭
見
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

白
ぼ
た
ん
咲
い
て
蕾
の
数
か
ぞ
う

石
垣
の
ふ
ち
盛
り
上
が
る
芝
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

大
藁
屋
緑
の
中
に
梨
の
花

咲
き
分
け
の
つ
つ
じ
見
事
に
医
師
の

家
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

七
曲
り
八
曲
り
峠
藤
の
道

ど
や
く
と
大
湯
に
入
り
し
青
葉
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

山
焼
の
峰
の
松
見
る
曇
り
か
な

種
ま
く
や
小
鳥
ち
ん
く
眺
め
お
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

蒲
生
句
会

六
月
五
日

於
　
蒲
生
改
善
セ
ン
タ
ー

菖
蒲
湯
の
匂
い
う
つ
り
し
洗
い
髪

田
草
取
る
ア
カ
シ
ア
匂
う
沢
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

泰
然
と
喉
ふ
く
ら
ま
お
る
蜥
蜴

時
鳥
お
ど
ろ
く
ほ
ど
に
近
々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
　
堂

鮮
や
か
に
新
茶
と
書
か
れ
送
り
来
し

棟
上
や
苺
盛
ら
れ
て
出
さ
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

ゆ
か
し
さ
や
朴
葉
の
か
お
る
餅
貰
う

植
苗
に
す
が
り
て
生
ま
る
蜻
蛉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

贈
ら
れ
し
新
茶
の
香
り
友
偲
ぶ

緑
濃
く
衣
替
え
れ
ば
つ
ば
め
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

囲
い
縄
解
け
ぬ
つ
つ
じ
や
花
終
わ
る

老
い
し
手
が
植
え
し
早
苗
の
生
き
生

き
と
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
　
煙

接
ぎ
し
梅
豊
か
に
実
り
五
キ
ロ
ほ
ど

心
地
よ
き
朝
の
目
覚
め
に
時
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘

卯
の
花
に
触
れ
耕
運
機
す
れ
ち
が
う

ぜ
ん
ま
い
を
揉
み
お
り
遠
く
嫁
ぎ
き

て
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

黒
板
も
歪
む
児
の
字
も
緑
さ
す

緑
蔭
に
笛
吹
く
児
ら
の
脛
白
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜

→十十十十十榊→十←榊十←←十←榊十←榊→→十←榊十榊→→→十十→→

無
料
人
権
法
律
相
談
所

　
　
　
　
開
設
の
お
し
ら
せ

　
人
権
侵
害
、
土
地
、
建
物
、
相
談
、

損
害
賠
償
、
そ
の
他
の
法
律
問
題
で

お
困
り
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
当
日
の
相
談
員
は
、
佐
藤
秀
雄
人

権
擁
護
委
員
（
少
林
寺
住
職
）
と
新

潟
地
方
法
務
局
上
越
支
局
の
職
員
が

担
当
し
ま
す
．

　
秘
密
は
絶
対
に
守
ら
れ
ま
す
か
ら
、

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

と
　
　
き

と
こ
ろ

主
催

　
七
月
十
三
日
午
前
十
時

　
か
ら
午
後
三
時
ま
で

　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

上
越
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

新
潟
地
方
法
務
局
上
越
支
局

松
　
　
　
　
代
　
　
　
町

〔
今
月
の
園
芸
メ
モ
〕

園
芸
　
だ

よ
　
り

芸
会

　
　
好

園
愛

峰

→一十一十一十

　
ボ
タ
ン
は

　
　
　
春
に
植
え
る
な

　
昔
か
ら
立
て
ば
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
座

れ
ば
ボ
タ
ン
、
歩
く
姿
は
ユ
リ
の
花

と
言
わ
れ
、
ボ
タ
ン
は
花
の
王
者
で

す
。　
さ
て
誰
で
も
美
し
い
花
を
見
れ
ば

作
っ
て
み
た
く
な
る
も
の
で
す
。

　
ボ
タ
ン
は
シ
ャ
ク
ヤ
ク
と
と
も
に

寒
地
が
生
れ
故
郷
の
花
木
で
す
（
シ

ャ
ク
ヤ
ク
は
草
）
。
こ
れ
は
多
少
寒
く

な
り
か
け
の
ほ
う
が
発
根
が
よ
く
、

こ
の
た
め
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て

植
え
付
け
る
の
が
一
番
適
期
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
春
に
植
え
付
け
や
移
植

を
行
う
と
気
温
が
高
く
な
る
た
め
発

根
が
に
ぶ
く
な
り
ま
す
。
　
一
方
、
自

分
が
も
っ
て
い
る
花
芽
が
の
び
だ
す

た
め
、
体
の
中
の
養
分
が
な
く
な
り

結
局
株
は
衰
弱
し
ま
す
。
ど
う
し
て

も
秋
に
植
え
付
け
る
所
が
な
け
れ
ば

三
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
の
鉢
に
仮
植
え

を
し
て
お
き
、
こ
れ
を
春
に
な
っ
て

か
ら
鉢
か
ら
ぬ
い
て
植
え
る
よ
う
に

し
ま
す
。
な
お
土
は
水
は
け
が
よ
く

腐
葉
土
が
三
〇
％
く
ら
い
ま
じ
っ
た

も
の
に
し
ま
す
。

※
現
在
売
ら
れ
て
い
る
苗
は
シ
ャ
ク

　
ヤ
ク
に
接
木
さ
れ
た
も
の
が
多
い

　
で
す
。

※
入
梅
頃
に
な
る
と
行
商
の
人
達
が

　
ボ
タ
ン
の
苗
を
売
り
に
来
ま
す
。

　
秋
買
っ
た
方
が
根
付
が
よ
い
で
す
。

※
　
ご
ら
ん
に
な
っ
て
希
望
や
意
見

　
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
公
民
館
ま
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


